
 昨年は オリパラ〃イヤーでした。TADERの会員もいろんな形で関わられたようで、２度とない機会を楽しまれ
たのではないでしょうか。 私もフリースタイルのチケットを持っていたのですが、残念ながらテレビ観戦になっ
てしまいました。ですが、録画を、何度も見返してみても感動を覚えます。 
 
 どのような障害を持っていても 馬と一体になって素晴らしい演技ができる。終わった後のライダーの笑顔と、
馬がほっと首を伸ばすのをみて どれだけ集中していたのだろう、すごいなという言葉しか出てきませんでした。 
その時までのプロセス、練習量、工夫を思うとただ頭が下がるだけです。 
 
 でも やはり馬と関わっていてよかったと思いました。TADERの活動も障害をきちんと理解し、その能力に
合った方法を探して、工夫することで、乗馬を楽しんでいくことができるという勇気をもらえました。そして皆さ
んにあの一体感を味わってもらえたらなと 心より思いました。 
  
 皆さまのご尽力で 一昨年令和2年11月に念願だった特定非営利活動法人になることができました。 
私は法人になることで 基金を得やすいと思っていましたが、実際に法人化してから支援金の案内がいくつも参
りました。が、法人化することで、同時に大いに責任ができたと実感しております。 
  
 渡辺廣人さんと嘉苗さんが亡くなられて 会長を引き受けてから2年が過ぎました。 
年功序列で会長になったのですが、だめなトップには優秀な方が現れるという世間の噂通り、素晴らしい皆さま
に支えられ、やってこられました。それぞれのパートで力を発揮していただいていることを実感でき、ただ頭が
下がるだけです。 
 
 今年は「できる事を、できる時に、できるだけ」のモットーの元、笑顔いっぱいのTADER〃乗馬会を楽しんでい
きたいと思います。 
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◆ 会長のあいさつ ◆  ≪寄付≫ 岡本弘基様、渡辺日香里様、Salesforce様(岡本様勤務先)、申栄子様、 
              長井純一様、村上恭子様、損害保険ジャパン(株)ＳＯＭＰＯちきゅう倶楽部様 
              (池田良太様勤務先の社員個人の給与から集められた寄付） (順不同) 
≪助成金≫公社)東京都障害者スポーツ協会様（木曽馬乗馬会、リファイン乗馬会対象） 
        公財)大和証券福祉財団様（世田谷乗馬会対象） 

◆ ご寄付〃助成金の報告 ◆ 

      2021年度も多くの方々から温かいご支援をいただきました。皆様に心から感謝申し上げます。 

撮影：運転ボランティア 吉田 清志さん 

＜前半＞ 
4/10 （日） 
4/24 （日） 
5/14 （土） 
5/22 （日） 世田谷 
5/28 （日） リファイン 
6/12 （日) 
6/26 （日）世田谷 
7/10 （日） 

◆ TADER Schedule ◆ 

＜後半＞ 
9/4 （日） 
9/10 （土） 
10/ 2（日）  
10/16 （日）世田谷 
11/13 （日） 
11/20 （日） 
12/4 （日） 
12/11 （日）世田谷 

 － 水野 眞澄 会長 － 

① ウマがうんこした 
 写真 福田幸広   
 文 ゆうきえつこ 
 そうえん社 
うんこはウマにとって 大切なものな
んだ。だからウマは みんなウンコが
気になる。 

◆ おうち時間を楽しむおすすめ図書 ◆ 

② なんでもできる！？ 
     五味太郎  偕成社 
男の子が馬に向かってこう言います。 
「きょうはあたまのうえにのりたいよ、 
いい？」 
馬は…、どうすると思いますか? 
ナンセンスだらけの男の子と馬との会話。 
「やる気になれば何でも出来る!」  
そうかな～? 

③ おんまつり 
     文：岩城範枝  絵：小西英子 
     福音館書店 月刊 
「たくさんのふしぎ」 通巻429号 
見終わるまで7年かかると言われている、奈良県で
一番大きなお祭り『春日若宮おん祭』お祭りに参加
するお馬さん達を見るだけでも楽しめる絵本です。 

④ 馬と少年 
   C．S．ルイス 瀬田貞二  訳 
   岩波少年文庫 
ナルニア国物語第3巻、ナルニア全
盛期のピーター王の頃、ものを言う
馬ブレーとその友シャスターの物語 

⑤ チャーリ、こっちだよ 
   キャレン.レヴィス  作 
  チャールズ.サントソ  絵 
         BL出版 
片方の目がよく見えない馬の
チャーリーと、心に傷を持ちいつも
一人でいるヤギのジャック。 
実話をもとに書かれた2匹の友情
物語です。 

 －JIPC(一般財団法人 出版文化産業振興財団) 読書アドバイザー 村上 恭子さん － 

－ 須田 成子さん － 

日程は変更の可能性があります。 
最新のスケジュールは、 
TADER HPをご覧ください。 

▲中央馬の左側、赤い服が水野会長 

◆ 編集後記 ◆ 
「騎楽」をみて、TADERへまた参加してみようか
な？と思ってほしくて作っています。 
今回の「騎楽」のいろんなところに、幸運の左馬
（さま）がいます。全部で何頭いるでしょう？ 
答えはTADER Scheduleにあります。 

見本 

 紅葉台 
木曽馬牧場 HP 

☆大人向け☆ 
⑥ 馬のこころ 
ジャネット〃L〃 
ジョーンズ  著 
尼丁千津子 訳 
パンローリング出版 
脳科学者が解説する 
コミュニケーションガイド。 

我がTADERの相棒、
日本在来馬の騎乗は、
ぜひ紅葉台木曽馬牧
場へご来場ください♪ 
コース紹介・ご予約は
HPをご覧ください。 

◆ 紅葉台木曽馬牧場 ◆ 

全部で7頭です。みつけられたかな？ 



 新型コロナウイルスによるパンデミックの中で開催された東京五輪、東京パラ五輪でした。大変な時でしたが、多くの人に感動を
与えていただきました。 
 馬術は馬の輸送や体調管理が必要とされるので、関係者は神経を尖らせたことでしょう。無事に終了し馬達が帰路したことには、
自分の馬でもないのに安心しました。世界の優秀な馬が東京に集まっただけでも感動です。 

 － パラ馬術選手 石井 直美さん － 
 
 昨年の11月23日に、江東区夢の島にあるBumB東京スポーツ文化館で開催された、東京都障害者
スポーツ協会主催「東京都パラスポーツ次世代選手発掘プログラム」に水野会長、石井直美さんと参加
いたしました。 
 このプログラムは、東京から継続的に国際大会等で活躍するパラアスリートを輩出するため、障害者
スポーツの次世代を担う選手の発掘を目的とし、これから、本格的に競技スポーツに挑戦したい、普段
は健常者の試合や大会に出場しているがパラスポーツの分野でも活動したい、現在取り組んでいる競
技があるが他にもっと自分に適した競技がないか可能性を試したいなど、アスリートとして、国際大会
での活躍を目指す皆さんが競技と出会う機会をサポートするというプログラムです。 
 今回は申込多数のため抽選を実施ということで事前に測定会（身体的な特徴や現在の運動能力を知
るため）が行われ参加者が絞られました。（前年は同日に測定会後、説明会に参加でした）感染拡大予防
ガイドラインに沿った感染対策の中で、各競技に合わせた体験スペースが設けられたブースがインドア〃
アウトドアに割り当てられており、 TADERも少し広めのブースにシールド付テーブルと動画用モニ
ターが用意されていました。 
 他の競技では色々な体験ができ、向かいのバドミントンのブースではコート一面のスペースで実践さ
ながら参加者とラリーをやっていました。（とても盛り上がって楽しそうでした）両隣は、フェンシングと
車椅子ラグビーでそれぞれ剣とボールを使った体験をやっていました。 
 残念ながら「馬術」としてはブース内での体験というわけにはいかないので、終了したばかりの東京
パラリンピックの動画をモニターに流してのアピールのみで、水野会長と石井さんがパソコンで乗馬会
の動画を見せながら活動の説明を行いました。 
 今回は、事前に相談希望者が６名おられました。視覚障害の若い方の親子での相談者が多かったので
すがそれなりの興味は持っていただけたと思います。ただ、アスリートとして競技を目指すには月２回
の乗馬会では少ないし、レッスンになるのでしょうか？という質問もありましたが、競技は段階を踏ん
でからで、まずは体験乗馬に参加してみてくださいという説明に留めました。あとは、モニターの動画
を見ていた方々にTADERのパンフレットをお渡ししました。 
  TADERの新年度に向けて今回の方々の問い合わせがあることを期待しています。 

◆ 「東京都パラスポーツ次世代選手発掘プログラム」参加報告 ◆ 

 6月に予定していたリファイン乗馬会は、コロナ感染拡大の影響で11月6日(土)に延期して実施しました。秋晴れの下、雪化粧
した南アルプスを遥かに眺めながら、選手2名、スタッフ〃ボランティア8名が、大木道子先生の的確なご指導をいただきました。 
 普段とは違う馬によるレッスンが新鮮であり、また指導の違いも客観的に体験できた。馬がよく調教されているので、馬に指示
が伝わって動くことが体験できた、との感想を選手からいただきました。ボランティアからは、騎乗前後の注意点を具体的に指導
していただき、大変参考になった、との声が寄せられました。 
 往路は渋滞のため、11時半近くの到着となりましたが、帰りは比較的スムーズで、新宿到着は午後7時半。マイクロバスを運転
していただいた、渋滞が得意な吉田さんには物足りなさが残る帰路でしたが、実りある乗馬会となりました。 
 パラリンピック代表選手を指導されている大木先生による大変貴重な練習会です。2022年度は、より多くの方の参加を期待
しています。 

◆ リファイン乗馬会報告 ２０２２/11/6 ◆  

 パラ馬術競技は、とてもイメージアップしたと思います。私を含め観戦した方が、馬が常歩でも綺
麗に動いている。オリンピック馬術のグランプリ演技のパッサージュより凄く勉強になった。日々の
レッスンの参考になった。など、基本的な動きを身近に感じたようです。その上、障がいを持ってい
るとなると感服し、頑張ろうと励みになったと聞きました。 
 グレード１は最も障がいの度合いの重い枠で、脳性麻痺の選手が多くいましたが、見事に馬を闊
達に動かしていました。フリースタイルでは馬と全身を使いリズムにピッタリ合っていました。並々
ならぬ努力と思いますが、馬を通してスポーツできる喜びは一入のことでしょう。 
 日本からは、宮路選手、高嶋選手、稲葉選手、吉越選手の出場でした。ド緊張の中であれだけ屈す
ることなく挑戦する姿はお見事でした。宮路選手は規定とフリースタイルで入賞し素晴らしかった
です。 
 私は、パラ五輪には出場できませんでしたが、グリーンチャンネルで実況解説のお手伝いをさせ
ていただきました。貴重な体験ができ勉強になりました。携われましたこと感謝しています。これか
らも、できる限り馬術は続け皆さんにパラ馬術の魅力をお伝えできればと思います。 

 TADERは2020年11月にNPO法人となりました。これに伴い、TADERはスポーツ団体としての適
正なガバナンスの確保が求められるようになりました。東京都障害者スポーツ協会の指導に基づき、
TADERは取組みを行っています。 
 「ガバナンス」。聞き慣れない言葉かもしれませんが、団体が、自分たちの努力で、ルールに則って、風通
しよく公平な組織運営を図っていくこと、と言えると思います。TADERを含め、スポーツ団体の多くは多
くの人の善意やボランティアの方々に支えられています。でも、そのために、責任の所在が曖昧だったり、
運営の明確なルールやそれを遵守する仕組みが整ってないために、代表者だけの考えでお金や物事が動
いたり、運営の明確なルールがなかったり＊さらには暴力行為などが発生したりすることがあるとのこと
です。こうした状況を踏まえて平成30年にスポーツ庁によりスポーツ団体ガバナンスコードが策定され
ました。 
 組織運営の基本方針を策定して公表すること、適切な団体運営や会計処理を確保すること、そのための
体制を整備すること（役員を決めたり、総会を開いたりなど）、さらには個人情報の漏洩やセクハラ、パワ
ハラの防止のために研修を受けること＊そしてこうした取組を公表することなどがその内容です。
TADERでもセルフチェックを行い、その結果を東京都障 
害者スポーツ協会に提出し、HPにも公開しています。 
是非一度ご覧になってください。 
 TADERでは以前から理事会や総会を開いてるし、セク 
ハラやパワハラなんてないよね？という声が聞こえてき 
そうですが、ちゃんとやっているTADERをセル 
フチェックシートの形で客観的に点検して公表することが 
大事なんです。セルフチェックシートの公表は、 
来年度から東京都障害者スポーツ協会から補助金を得る 
ための条件にもなりました。 
 障害があってもなくてもTADERへの参加で人生が豊か 
になるように！そんな更に充実した団体となるために、 
皆様からのご提案、ご指摘を歓迎しています。 

 － 須田 成子さん － 

◆ 2021年春から TADERが変わりました！ ◆   － 礒 雅子さん － 

◆ TOKYO2020パラリンピックを終えて *パラを通して、障がい者乗馬の魅力 ◆ 

②シグロ号と伊藤美保さん 
 風光明媚なリファイン 

①石井直美さんに指導する 
 大木道子先生(オロバス号） 

 － パラ馬術選手 井上 力さん（ポンさん） － 

宮
路
さ
ん
ご
夫
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▲ 

 機会がありまして、オリ〃パラ両方の馬術競技ボランティアをしました。オリ〃パラは同じ会場を
使いましたが、パラへ移行する際に若干のお色直しがありました。先ずは、ロゴとマスコットの変
更。皆様、ピンクのマスコットの名前は覚えていますか？ 
 障害馬術競技器具の撤去。クロスカントリーコースは馬の散歩用の公園へと化し、馬の散歩中、
芝生に寝転ぶ人の姿もありました。こういった馬との距離感は、日本との違いを感じます。 
 待機馬場（試合直前に待機する馬場）には、車いすから直接馬に騎乗出来るように大きなス
ロープが設置された他、食堂などにも設置されました。馬場近くに簡易トイレが増設され、厩舎
から会場まで車いすでも乗車が出来る車が走行しました。この車は、大会後は施設などで利用
されるらしいです。ただ、協賛企業の多くが外国企業から日本企業へと変わり、メディアの数も
減りました。競技人口、期待度に比例するとは言え、ちょっと寂しいです。 
 しかしながら！今開催の馬術は、オリパラ両方で入賞者を出す歴史的快挙♪活躍する選手の
出現で注目が集まり、馬術競技の人口が増え、切磋琢磨することによって日本選手のレベルアッ
プにつながれば良いですね。そうなるように微力ながら今後も応援していこうと思います。 

◆ TOKYO2020 オリ〃パラ ボランティア体験記 ◆   － 河井 里枝さん － 

③シグロ号と石井直美さん 
 紅葉の季節 ③ ② ① 

▲紅葉台木曽馬牧場乗馬会 


